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指定規則改正を前に！
未来をみすえたカリキュラム

【対談】地域包括ケア時代の看護教育
山田雅子、池西静江

カリキュラム評価の意義と方法　学習者中心のカリキュラムにむけて
吉田文子

領域横断型カリキュラムの提案と内容
池西静江

領域横断型カリキュラムの運用
阿形奈津子

地域で必要とされる看護師養成のための取り組み─しまの実習
濱川孝二

【新連載】

障害や病とともに学ぶ、働く・1
瀬戸山陽子

【連載】

看護師のように考える　コンセプトにもとづく事例集・2. . . . . . . . . . . 大森智美・奥裕美他

臨床倫理を映画で学ぼう！・2 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 浅井篤

看護に恋した哲学者と読む　ベナーがわかる！腑に落ちる・10  . . . . . . . . . . . . 榊原哲也

ティーチング・ポートフォリオ作成講座・11 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 栗田佳代子・吉田塁

NとEとLGBTQ・11 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 藤井ひろみ

つくって発見！　美術解剖学の魅力・14 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .阿久津裕彦

編集後記
「網膜投影型 ARグラス店頭発売開始」「アバターで会議を行うVR

ミーティングツール試験運用開始」「『触る』感覚を再現するVR 触覚デバ
イス提供開始」「5 本の指の動きを検知・反映するVRコントローラー デ
モ開始」。これらは10 〜11月のほぼ1か月で発表されたニュースです。
今回の特集タイトルには『最前線』という言葉が入っていますが、これを
読んでいただいている時点で、実は最前線は遥か前方に飛び去っていま
す。VR/AR/MRの発展の速さは想像を絶するものです。

これらに共通するのは、特集原稿で廣瀬先生も強調されていた「イン
タクラション」です。見るだけだったVRは、すでに次の段階に進んでい
ます。医療や教育への導入を視野に入れて開発されているものも多いの
で、今はまだ周りになくても、VR/AR/MRはきっとすぐに身近なものとな
るでしょう。（大野）

Twitterで、実習で受けたブラックな体験をつづる、#ノーモアブラッ
ク看護実習というタグが流行っていました。SNSは告発的なニュアンス
が加速度的に広がる傾向があるため、背後にはもっと多くのすばらしい
実習体験もあるでしょう。また、一部の学生の判断だけで、教育の是非
を問うことはできないと思います。しかし、だからといって、一部の変な
学生の声として無視できないほどに、多くの方がこのタグで発言をされて
います。単なるバッシングではない企画にできればと思います。

60 巻という節目もあり、今月号からデザインを刷新しました。かなり印
象は変わったと思いますが、いかがでしょうか。いつでもご意見やご感
想など、お寄せください。（番匠）
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2018 年 11 月
特集
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特集

「母性」「小児」「老年」の概念を変える 
家族のダイバーシティ

看護教育をとらえる新たな発想 
コンセプト・ベースド・カリキュラム

「お父さんとお母さんと子ども 1、2人で全員同戸籍」という
のが家族の標準とする見方があります。しかし、上記の構
成員のいずれかがいない家族は珍しくありませんし、戸籍
を基準とした形態ばかりが家族でもありません。“標準”と
いう考え方は、そこに準じないものを意識的にあるいは無
意識に排除しがちですから、注意する必要があります。
さて、看護師は「患者の多様性に注目して対応する」ことを
求められます。このことは、入学直後の段階から繰り返し
語られるものですが、実際、患者を含む家族の多様性にど
こまで踏み込んだ教育を受けているでしょうか。教員はそ
の多様性を十分意識して学生に接しているでしょうか。
今回の特集は、患者はもちろん、学生自身そして教員自身
の家族が多様性（ダイバーシティ）をもつことを前提として
教育にあたっていただくための、呼び水になればと願って
組みました。家族の多様化で概念に変化が生まれるであろ
う「母性」「小児」「老年」に注目して、提言をいただきました
が、もちろんすべての領域にかかわるテーマです。今まで
の家族の“標準”にとらわれない柔軟な思考をもつ教員が増
えることを期待しています。

■「家族のダイバーシティ」を 3方向から
探る─教員がどう認識し、教授してい
くか……………………………吉沢豊予子
■さまざまな「親」が育児をする時代─
“母性”看護の視点を見直す ……跡上富美
■育成期家族の多様性と“拡大する”小児看
護─多様化すること、変わらないこと 
……………………………………佐藤奈保
■「老人」の急増と老年看護の変化─高齢
者のとらえ方の多様性…………………… 
………………………目麻里子／山本則子

■「家族って何？」から見直そう─“わから
ない”という前提での教育を …沼崎一郎

【2018年 10月号（Vol.59 No.10）】

発達障害の特性がみられる
学生への理解と支援

【2018年 9月号（Vol.59 No.9）】

統合実習は
“統合 ”されているか？

【2018年 8月号（Vol.59 No.8）】

実習指導　虎の巻

【2018年 7月号（Vol.59 No.7）】

主体性を育む「問いづくり」
【2018年 6月号（Vol.59 No.6）】

身体拘束から考える
基礎教育と臨床の関係

【2018年 5月号（Vol.59 No.5）】

授業にゲームを

日米の看護基礎教育には、制度上の大きな違いがあります
が、医療の高度化などによるカリキュラムの過密化、教育
内容の臨床との乖離という問題は共通しています。米国で
は、そうした課題を解決するべく、臨床での看護師の思考
を学ぶための理論が開発・実践されています。小誌で何度
もご紹介した臨床判断モデルもそうした動きの 1つに数え
られます。
また、より臨床的に、という動きは、カリキュラムの組み
立て自体にも影響を及ぼしています。最先端の教育理論を
もとに、看護をコンセプトという単位で再構成し、それに
もとづいてカリキュラムを全面的に見直す、コンセプト・
ベースド・カリキュラムが取り入れられ始めています。
本特集では、変革期にある米国での基礎教育の現状を概観
するとともに、カリキュラムへの活用から、紙上事例、統
合分野での実習の準備など、日本での活用方法を模索して
いきます。
大きく揺れる看護基礎教育に、刺激、ヒントとなれば幸い
です。

■米国看護教育の改革：コンセプト・ベースド・
カリキュラム ………………………… 岩間恵子

■概念基盤型学習のアプローチ：根幹は“Less is 
more! ”にあり─Giddens教授との対話から  
 ……津波古澄子／ Jean Giddens／宮武綾音
［コラム］The Conceptual Approach：A Primer 
for Japanese Nurse Educators─概念ア
プローチ：日本の看護教育者のための第一歩 
 ………… Jean Giddens／訳：津波古澄子

■看護基礎教育における概念基盤型学習の活用
─知識・スキル・理解（概念）の 3側面学習支
援に向けた文献レビュー ………… 津波古澄子

■コンセプトにもとづいた学習で「看護師のよう
に考える」を支援する（1）─臨床のリアルを追
求した紙上事例の取り組み …………… 奥裕美

■コンセプトにもとづいた学習で「看護師のよう
に考える」を支援する（2）─看護ゼミ「臨床判
断」の取り組み ……………………………………  
 三浦友理子／山本佳髙／森田敦子／大森智美
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